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● 軽漏電と重漏電の二段階で保護できます。
● 感度電流と動作時間は軽漏電、重漏電、別々に設定できます。
● 漏電電流の現在値と最大値をデジタル表示します。
● デジタル高調波フィルタの有効／無効の切り替えができます。
● 自己診断機能により内部回路の異常を自動検知します。
● EIA-485(Modbus RTU)による伝送出力が可能です。

計測したデータをEIA-485（Modbus RTU)により伝送できます。
漏電電流の現在値、最大値や異常情報を中央監視室やデータロガーなどへ
送ることにより、電路の状態監視や日々の点検として活用できます。

【例】

USB/485変換器
（市販品）

USB EIA-485

[推奨]
メーカー︓LINE EYE
型番︓SI-35USB

軽漏電と重漏電は別々に動作することができ、軽漏電で予防
的な警報を出し、重漏電で遮断させるなど、二段階での保護
が可能です。

二段警報
漏電電流の現在値と最大値が表示でき、数値により状態を確
認することが可能です。

計測表示

軽漏電は0.2～1Aの範囲で0.1Aごと、重漏電は2～10Aの範囲
で1Aごとに整定できます。感度電流を細かく切り替えること
ができるので、管理値の調整がしやすくなります。

軽漏電︓0.2A設定表示例 重漏電︓8.0A設定表示例

感度電流
標準の高調波フィルタだけでなく、デジタルフィルタを搭載
しております。デジタルフィルタは有効／無効を切り替え
でき、有効にすると基本波成分の漏電を検出可能です。

高調波フィルタ有効表示 高調波フィルタ無効表示

高調波対策

軽漏電、重漏電それぞれ0.1、0.3、0.5～1.0秒（0.5から0.1秒
ごと）に整定できます。動作時間を細かく切り替えることが
できるので、管理値の調整がしやすくなります。

軽漏電︓0.3秒設定表示例 重漏電︓1.0秒設定表示例

動作時間
定期的に自動で内部回路を試験し、機器の異常を早期発見するこ
とができます。設定により自己診断の有効／無効を切り替える
ことが可能です。

自己診断有効表示 自己診断無効表示

自己診断機能

インターフェイス EIA-485準拠
通信方式 半二重通信方式
プロトコル Modbus RTU
通信速度 57600bps
データ形式 パリティビット︓偶数　ストップビット︓1
送受信切替時間 5ms以下
伝送距離 総延長 500m以内
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